
（報告）平成 29年度 教員研究発表会 

 

【日時】平成 29年 8月 7日（月） 9:30～11:50 

【会場】長久手キャンパス S101 

【参加者数】41 名（教員 30名、非常勤講師 1名、職員 10名） 

【当日プログラム】 

 所 属 発表者 研究内容 

1 英米学科 森田 久司 言語の普遍性について 

2 
ヨーロッパ学科 

（ドイツ） 
杉原 周治 

デジタル化時代におけるドイツの放送の現状と放送法

制をめぐる議論の研究 

3 英米学科 
大森 裕實 

袖川 裕美 
「通訳」に関する理論的基盤研究及び実践的応用研究 

4 教養教育センター 
松井 

ヘイアブリル 
Black Women in Japan 

5 社会福祉学科 渡邊 かおり 
戦前の社会事業におけるマイノリティへの視座―部落

問題を中心に― 

6 情報科学科 鈴木 拓央 
服薬ミスの前兆を検知するための未来生活状態推定ア

ルゴリズムの開発 

【発表の様子】 

司会中島茂学術研究情報センター長 高島忠義学長あいさつ 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

英米学科 森田久司准教授 ドイツ語圏専攻 杉原周治准教授 

  

 

 

 

 

 

 

 



英米学科 大森裕實教授 英米学科 袖川裕美准教授（共同研究者） 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

教養教育センター 

松井ヘイアブリル准教授 

 

社会福祉学科 渡邊かおり准教授 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

情報科学科 鈴木拓央講師 質疑応答の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

台風 5号が接近し、名古屋市に暴風警報が発令されるなか、多くの方にご参加いただき

ました。ありがとうございました。 


